
第 4波 医療「限界超えた」 

 

 毎日 7日の表題記事に目がとまった。抜粋して紹介する。リードから―新型コロナウ

イルスの第 4 波で、大阪は全国的に見ても最悪の感染状況となった。新規感染者数は

徐々に減少しているが、英国株より感染力が強いとみられるインド株による感染も府内

で確認され、予断を許さない状況だ。大阪市内のコロナ患者受け入れ病院で患者と向き

合ってきた看護師に現場の状況を聞くと、「疲れ果ててとっくに限界を超えた。不十分

な受け入れ態勢の中で多くの方が亡くなっていく状況を目の当たりにし、初めて看護師

になった事を悔やんだ。府市は、ずれたコロナ対策とずさんな保健医療体制をしいた責

任を免れない。コロナ対策を自治体に丸投げした政府も悪い」と吐露した。 

 30代の女性看護師が働く病院には約 20床のコロナ病床があり、女性は救急外来や発

熱外来で働いてきた。「3月初めから静かに増え、4月上司になると爆発的に襲来した感

覚だった」。4 月末には、救急車の到着から 1 分も空かずに次の救急車が来る、という

ことも相次いだ。朝から日付が変わるまで対応したり、昼食を取る暇もなかったりする

ことが続き、1カ月で 5㌔痩せた。 

医療が窮状に陥る前に何があったのか。変異株の脅威は、現場では 1月の時点で話題

になっていた。2月には来院の可能性がある現実的な問題として考え始めていたが、府

は 3月 7日までの予定で発令中だった緊急事態宣言の前倒し解除を政府に要請。2月末

での解除が決定された。同時に府内の即応重症病床も 215床から 150床に縮小。医療現

場から見ると、世間のコロナへの警戒感は薄く、行政の動きも鈍く思えた。 

3回目の緊急事態宣言が出た 4月 25日以降、6月 4日までの 1カ月余りで、大阪では

2万 5161人が感染し、1051人が亡くなった。「混乱の原因は、政治の誤った判断だと思

う。知事は府民 1人 1人の命に向き合うべきだったし、対応を丸投げした医療現場でバ

タバタ重症化する患者を見に来るべきだった」と女性。「いつどこで感染症対応が滞り

始めたのか、行政の失敗を検証してほしい。ワクチンの普及も重要だが、変異株の流入

に対抗できるよう、保健所の人員を拡充し、検査や疫学調査の体制強化を」と訴える。

国の対応も疑問だ。医療従事者はせき込んだ患者の飛抹や嘔吐物を浴びても検査しても

らえないのに、「五輪では何回も関係者を検査すると聞いて、悔しさがある」と困惑す

る。4 月末、コロナ病床でまた 1 人の患者が亡くなった。するとその病

床もすぐ次の患者で埋まった。「患者に十分、向かい合えていないのでは

ないか」―。やりきれない思いで、看護師になったことに後悔の念が浮

かんだ。その日は大阪で 44人の死亡が発表された日だった。高齢の親族

が書いてくれた「コロナ頑張れ。くさるな」というメッセージにも励ま

された。「1 日も早い収束を願って頑張っていきたい」。過酷な現場に消

えそうな気力を、ぎりぎりのところで奮い立たせている。 

                             (2021年 6月 10日) 


